
専門基礎分野　　人体の構造と機能

1 学年 担当教員

4 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 講義　 36 回

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

授業の一般目標
（GIO）

人体の部位に関する用語を理解し、正しく使用することができる。解剖学を学ぶ者の基礎
として、細胞や組織を理解し、説明できる。骨や筋肉の位置を理解し、説明できる。運動
器（骨、筋）の知識をベースに体の使い方、動きを理解し、説明できる。

プロメテウス　解剖学アトラス　解剖学総論／運動器系　医学書院

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とす
る。なお、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要で
す。体調管理をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。
解剖学の知識は実技のみならず、あらゆる科目の基礎となります。履修した内容は積
み上げとなるため、日々の復習で理解を必要とします。

解剖学は人体構造学と別称するように、「人体の正常な構造」を知る学問です。疾病
の治療を行うにはまず、疾病の原因が分からなければ正しい治療は出来ません。その
疾病とは人体の異常を示しており、この異常を知るには「正常な構造」を知らなけれ
ば異常は見つけることは不可能です。また、患者の身体に触れるためには、骨や筋肉
の正しい位置を理解する必要があります。その為の基礎的知識をこの講義で身につけ
ます。
原則として授業後の復習は必須とします。予習以上に復習に力を入れて下さい。

オフィスアワー 授業開講日の前後の時間　１F職員室

【分野】　

【科目】　 人体の構造と機能Ⅰ－１

　　【基本情報】

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期毎に行う
確認（前期のみ）・中間・期末試験で評価する。

成績評価方法

成績評価の基準（評価割合(％)）
　確認試験成績　･･････　１０％（前期のみ）
　中間試験成績　･･････　１０％（前期）２０％（後期）
　期末試験成績　･･････　８０％

科目必選区分 必修 72

　　【担当教員から】

教科書 「解剖生理」　(社)東洋療法学校協会編　　医歯薬出版（株）

参考書

配当年次 江副　史朗（えぞえ　しろう）

単位数 附属施術所勤務・治療院勤務経験あり

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

治療院や施術所での経験を基に鍼灸師、マッサージ師に必要な解剖学の講義を行います。
まずは解剖学の意義を理解し、人体の部位に関する正しい用語を使えるようにします。次
に、身近な体表解剖から始め、人体の構成、運動器系（骨・筋）を詳しく学んでいきま
す。さらに、運動学について学んでいきます。



学期 回数 講義形態

1 講義

2 細胞の構造、細胞分裂について説明できる 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 脳頭蓋の構造について説明できる 講義

17 骨格系（頭蓋骨） 顔面頭蓋の構造について説明できる 講義

18 試験

19 講義

20 講義

21 講義

22 講義

23 講義

24 講義

25 筋　系（上肢） 講義

26 筋　系（上肢） 講義

27 試験

28 講義

29 筋　系（下肢） 講義

30 筋　系（下肢） 講義

31 上肢・下肢の関節 講義

32 講義

33 講義

34 講義

35 試験

36 講義

下肢の運動

筋　系　総論

筋　系（頭部・頚部）

人体の構成（組織）

骨格系　総論

骨格系（体幹）

骨格系（体幹）

骨格系（上肢）

骨格系（上肢）

筋の作用、構造、分類について説明できる

頭部・頚部の筋の起始･停止・神経・作用に
ついて説明できる

骨格系（下肢）

骨格系（下肢）

中間試験の解答・解説　

上肢帯骨・上腕骨の構造について説明できる

下腿の骨・足の骨の構造について説明できる

下肢帯骨・大腿骨の構造について説明できる

前腕の骨・手の骨の構造について説明できる

期末試験

中間試験

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

解剖学の意義、基礎用語、人体の構成 人体の部位に関する正しい用語が使用できる

人体の構成（細胞）

人体の構成（組織）

骨の役割、分類、連結について説明できる

脊柱の構造、関節について説明できる

胸郭の構造、関節について説明できる

上皮組織・結合組織・筋組織について説明できる

神経組織・人体の発生について説明できる

下肢の関節の構造・運動について説明できる

上肢の運動 上肢の関節の構造・運動について説明できる

運動学 下肢の運動について説明できる

後期

前期期末試験の解答・解説

中間試験

上肢・下肢の関節について説明できる

期末試験

後期期末試験の解答・解説

胸部の筋の起始･停止・神経・作用について
説明できる

背部の筋の起始･停止・神経・作用について
説明できる

下肢帯・大腿の筋の起始･停止・神経・作用
について　説明できる
下腿・足の筋の起始･停止・神経・作用につ
いて説明できる

前腕・手の筋の起始･停止・神経・作用につ
いて説明できる

上肢帯・上腕の筋の起始･停止・神経・作用
について説明できる

筋　系（胸部）

筋　系（腹部）

骨格系（頭蓋骨）

運動学 身体の重心、体幹の運動について説明できる

中間試験の解答・解説

腹部の筋の起始･停止・神経・作用について
説明できる

運動学 上肢の運動について説明できる

筋　系（背部）



専門基礎分野　　人体の構造と機能

1 学年 担当教員

4 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 講義　 36 回

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 人体の構造と機能Ⅱ－１

　　【基本情報】

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

実務経験をもとに、臨床の現場で遭遇しやすい疾患の病態を理解できるよう、まずは正常な
身体の働きを話していく。
人体構造学は、身体の正常な構造と機能に関する知識を習得する学問で、医療人を目指す学
生にとって重要な基礎医学の１つである。
前期では、生命の営み（＝生命現象）のメカニズムに焦点をあて、身体の中にあるさまざま
な器官（心臓、肺、胃や腸、筋肉など）の正常な働きと、それらがどのように関連しながら
働いているかを学ぶ。
後期では、前期に修得した基礎知識の幅を広げるため、細胞の働き、体液、血液、循環器
系、呼吸器系、体温についてさらに理解を深めていく。

配当年次 廣井 明子（ひろい あきこ）

単位数 附属施術所勤務・治療院勤務経験あり

科目必選区分 必修 72

授業の一般目標
（GIO）

人体の構造や機能に関心を持ち、積極的に学習する態度を身につける。
身体がどのような仕組みと働きをもっているのかを、解剖学で得られる知識と関連づけて理
解し、人にわかりやすく説明することができる

オフィスアワー 授業開講日の休み時間　１F職員室

　　【担当教員から】

教科書 「解剖生理」医歯薬出版（株）

参考書

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期毎に行う
確認・中間・期末試験で評価する。

成績評価方法

成績評価の基準（評価割合(％)）
　確認試験成績　･･････　１０％（前期のみ）
　中間試験成績　･･････　１０％（前期）２０％（後期）
　期末試験成績　･･････　８０％

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。な
お、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理
をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。生理学の内容は積み上げ型です。
前に講義した内容に新しい内容が積み上がっていきます。毎回の授業内容をよく聴いて理解
し、わからないまま次回の授業を迎えることがないようにしてください。

生理学は「人体の正常な働き」を知る学問です。正常な機能を知ることは、「機能の異常＝
病気」の原因や成り立ちへの理解、そして治療への道標にもなります。その為の基礎的知識
を本科目で身につけて下さい。
生理学は言葉だけの暗記科目ではありません。まず言葉（単語）を覚え、その言葉を使って
身体の働きを人に説明できるようになることを目指してください。そのためには日々の学習
が重要です。受講後は、講義内容を教科書やプリントを利用して復習するよう心掛けてくだ
さい。
また疑問点を放置せず、自ら調べる、積極的に質問に来るなどして解決し、次に進んでくだ
さい。



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 講義

17 試験

18 講義

19 講義

20 講義

21 講義

22 講義

23 講義

24 講義

25 講義

26 講義

27 試験

28 講義

29 講義

30 講義

31 講義

32 講義

33 講義

34 講義

35 試験

36 講義期末試験の解答・解説

呼吸の反射性調節 呼吸運動の調節としくみを説明できる

産熱・放熱、汗腺の種類、発汗調節
熱産生・熱放熱の因子、発汗の種類と調節のしく
みを説明できる

発熱、うつ熱、気候順化、高地順化
発熱が生じるしくみ、環境変化に適応する現象を
説明できる

後期

細胞膜の構造と機能、細胞質と細胞小器官
細胞膜の性質、細胞小器官の種類と働きを説明で
きる

ＤＮＡ・ＲＮＡの働き、タンパク質を合成する仕
組み、生体内での物質代謝を説明できる

体液の㏗、浸透圧、生体内での物質移動のしくみ
を説明できる

赤血球の新生に不可欠な因子や寿命、ビリルビン
の生成過程を説明できる

白血球の新生と寿命、血小板の新生と寿命、血漿
の働きと血液の緩衝系について説明できる

血液凝固、線維素溶解、ＡＢＯ式・Ｒｈ式血液
型

血液凝固のしくみ、線維素溶解のしくみ、血液型
の分類と赤血球の凝集反応を説明できる

心筋の特徴、心周期、心音
心筋の特徴、心拍動の周期・心音について説明で
きる

心電図、心臓の支配神経、動脈・静脈・毛細血
管の循環

心電図、心臓を支配している神経とその働き、動
脈・静脈・毛細血管の機能、静脈還流を促す因子
を説明できる

中間試験

循環の反射性調節、特殊循環、リンパ管と輸送
全身の循環調節のしくみ、特殊部位の循環の特
徴、リンパ輸送を促す因子を説明できる

吸息・呼息・肺機能・胸腔内圧
呼吸運動のメカニズム、肺機能の指標となる肺気
量について説明できる

中間試験の解答・解説
血管の支配神経、血圧

血管を支配している神経とその働き、血圧に影響
する因子を説明できる

肺・組織でのガス交換、血液のガス運搬
ガス交換のしくみ、血液中のガス運搬様式を説明
できる

期末試験

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

生理学の基礎 生理機能の特徴を理解する

循環（血液）

循環（心臓・血管）

呼吸

消化・吸収

代謝 代謝の概要を理解する

体温

排泄

中間試験

中間試験の解説・解答

内分泌 ホルモンの概要を理解する

期末試験の解説・解答

神経（神経一般、末梢神経系） 神経系の機能の概要を理解する

赤血球(ヘモグロビン、新生と寿命、ビリルビ
ン排出)
白血球(新生と寿命)、血小板(新生と寿命)、血
漿(機能、緩衝作用)

核、ＤＮＡ、ＲＮＡ、蛋白質合成、物質代謝

体液ｐＨ、浸透圧、物質輸送

体温調節の概要を理解する

腎臓の機能の概要を理解する

血液の機能の概要を理解する

心臓・血管系の機能の概要を理解する

呼吸器系の機能の概要を理解する

消化器系の機能の概要を理解する

神経（中枢神経系） 神経系の機能の概要を理解する

筋 骨格筋の機能の概要を理解する

身体運動の概要を理解する

感覚器系の機能の概要を理解する

運動

感覚

期末試験



専門基礎分野　　疾病の成り立ち、予防、回復の促進

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

後期 授業形態・回数 講義 18 回

配当年次 稲葉　崇（いなば　たかし）

単位数 附属施術所勤務

授業の一般目標
（GIO）

診察の意義と必要性を理解し、適切な用語を使用することができる。
ＰＯＳ（ＰＯＭＲ）の概念を理解し、説明できる。
各種の診察方法を理解し、適切に行うことができる。
正常所見を理解し、異常所見と区別することができる。

オフィスアワー 授業曜日の午前中、または放課後

　　【担当教員から】

教科書 臨床医学総論　第２版（医歯薬出版株式会社）

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 疾病・障害の診断と治療学Ⅰ

　　【基本情報】

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

施術所での実際の患者様との医療面接の経験を元に、診察の一般的心得を学び、医療者
としての心構えを築いていく。
医療面接から始まる診察の概要を理解し、実際に行う診察の方法を学んでいく。
全身または局所の診察の方法を学び、異常があった場合の疾患を推定することができ
る。また学んだ内容を臨床実習の場において適切に行動に移すことが出来る。

科目必選区別 必修 36

参考書

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、筆記試験の結
果を評価とする。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験－－－－　２０％
　期末試験－－－－　８０％

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。なお、本科目の定期
試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理をしっかり行い、
授業の出欠には充分注意してください。わからないことがあったら是非自分で調べるクセを
つけてください。

「臨床医学」の名のとおり実際の臨床を前提とした科目になりますので、臨床実習や将来の
現場で必ず必要となる内容を学習していきます。同じ「臨床医学」である「各論」も参照し
ながら、また内容によっては「解剖学」や「生理学」「リハビリテーション医学」の知識も
必要となりますので、それらの内容と学んだ知識を結びつけながら学習していくと良いと思
います。疾患名が沢山出てきますので復習の時間をより多く取ると良いと思います。



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 講義

17 試験

18 講義

局所の診察４ 背部、四肢に起こる異常所見と疾患を理解する

期末試験

テスト反省・授業総括

ＢＭＩを求めることができる
特徴的な姿勢をとる疾患を理解する

診察の概要

局所の診察２ 鼻、耳、口腔、頸部、胸部、乳房に起こる異常所見と疾患を理解する

局所の診察３ 肺や胸膜、心臓、腹部に起こる異常所見と疾患を理解する

全身の診察４
正常歩行の基礎を理解する
また異常歩行の歩容と原因を結びつけることができる

全身の診察５
皮膚や粘膜の色調の変化、性状とその原因、発疹の種類などを
理解する

全身の診察６
浮腫の種類と原因を理解する
リンパ節腫脹、その他の一般的状態を理解する

局所の診察１ 頭部、顔面、眼に起こる異常所見と疾患を理解する

中間試験

後期

　　【授業計画】

全身の診察３

診察の方法１

診察の方法２

生命徴候１

生命徴候２

全身の診察１

講義内容 到達目標(SBOs)

全身の診察２

診察方法の概要を学び、意義や心得、用語を理解することができる

医療面接の意義と方法、注意事項を学び実践することができる

POS、POMRの基礎を学び、各項目を理解することができる
視診、触診、打診、聴診の方法を学ぶ

体温と脈拍の正常な数値を学ぶ
またその値の逸脱した状態の疾患を想定できる

血圧と呼吸の正常な数値を学ぶ
またその値の逸脱した状態の疾患を想定できる

特徴的な顔貌や顔色の異常を学び原因となる疾患を理解する
精神状態を表す言葉の意味を知る

構語障害と失語症について、その種類と原因などを理解する
身体を測定することができる



専門基礎分野　　疾病の成り立ち、予防、回復の促進

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

後期 授業形態・回数 講義　 18 回

授業の一般目標
（GIO）

代表的な呼吸器疾患・代謝疾患・血液疾患・循環器疾患について、疫学、原因・成り立
ち、症状・所見を、解剖学や生理学で得られる知識と関連づけて理解し、説明すること
ができる。

オフィスアワー 授業開講日の休み時間、または放課後　１F職員室

　　【担当教員から】

教科書 「臨床医学各論」第２版　医歯薬出版（株）

参考書

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期毎に行う
中間・期末試験で評価する。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験成績－－－－－２０％
　期末試験成績－－－－－８０％

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 疾病・障害の診断と治療学Ⅱ－１

　　【基本情報】

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

実務経験をもとに、臨床の現場で遭遇する機会が多い疾患だけでなく、施術してはなら
ない疾患についても触れ、あはきに適応か否かを判断する材料をどのように増やしてい
くのか等も踏まえて学習していく。
臨床医学各論では、医療の専門職を目指す上で必要となる疾患についての西洋医学的な
基礎知識を習得することを目的とする。

配当年次 佐藤　亨子（さとう　きょうこ）

単位数 附属施術所勤務・治療院勤務経験あり

科目必選区分 必修 36

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。なお、本科目
の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理を
しっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。初めての用語が多数出てきま
す。毎回の授業内容をよく聴き、わからないまま次回の授業を迎えることがないよう
にしてください。

医療の現場では、鍼灸・あん摩マッサージ指圧の施術を行って良い疾患か否かを素早
く判断しなければなりません。的確に判断するためには、施術の適応となる疾患をは
じめ、色々な病気の知識が必要です。
解剖学や生理学で学ぶ内容を土台として、病気発生のメカニズムや症状を説明できる
よう目指してください。
原則として受講後の復習は必須とします。
疑問点、わからない点は積極的に質問に来てください。



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 講義

17 試験

18 講義
期末試験の解説・解答
　　　　　：血圧異常 高血圧症、低血圧症について説明できる

　　　　　：心臓疾患 不整脈、先天性心疾患について説明できる

　　　　　：冠動脈疾患 狭心症、心筋梗塞について説明できる

　　　　　：脈管疾患

後期

呼吸器疾患：感染性呼吸器疾患
上気道炎、急性気管支炎、肺炎について説
明できる

肺肺結核、非結核性抗酸菌症について説明
できる

ＣＯＰＤ（肺気腫・慢性気管支炎）につい
て説明できる

気管支喘息について説明できる
間質性肺炎・肺線維症について説明できる

気胸､肺癌､気管支拡張症､過換気症候群､睡
眠時無呼吸症候群について説明できる

代謝・栄養疾患：糖代謝異常 糖尿病について説明できる

　　　　　　　：脂質代謝異常
脂質異常症（高脂血症）、肥満症、るいそ
うについて説明できる

　　　　　　　：尿酸代謝異常、
　　　　　　　　ビタミン欠乏症・過剰症

高尿酸血症、痛風について説明できる
ビタミン欠乏症･過剰症について説明できる

中間試験
血液・造血器疾患：赤血球疾患

貧血について説明できる

　　　　　　　　：白血球疾患
　　　　　　　　：リンパ系疾患

循環器疾患：心臓疾患

期末試験

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

動脈硬化症、大動脈瘤、大動脈解離、深部
静脈血栓症について説明できる

白血病について説明できる
悪性リンパ腫について説明できる

　　　　　　　　：出血性素因 紫斑病、血友病について説明できる

中間試験の解説・解答
　　　　　　　　：赤血球疾患 貧血について説明できる

　　　　　：その他の呼吸器疾患

　　　　　：感染性呼吸器疾患

　　　　　：閉塞性呼吸器疾患

心不全、心臓弁膜疾患について説明できる

　　　　　：アレルギー性疾患
　　　　　：拘束性呼吸器疾患



専門基礎分野　　疾病の成り立ち、予防、回復の促進

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

後期 授業形態・回数 講義　 18 回

配当年次 中島　聡大（なかじま　あきひろ）

単位数 施術所勤務経験あり

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 疾病・障害の診断と治療学Ⅲ

　　【基本情報】

★担当者からの
メッセージ

感染症や消毒法など医療に関わる者としての基本的知識を学修します。
原則として授業後の復習は必須とします。予習以上に復習に力を入れて下さい。

開講学期

　　【授業情報】

授業概要
自らの治療院、医療機関での臨床経験から、安全な施術を行うために衛生学の知識がど
の様に関わるかについて触れつつ、衛生学・公衆衛生学を学ぶ意義を理解して、東洋療
法専門技術者として必要な保健医療福祉の基本的事項を学修する。

授業の一般目標
（GIO）

医療人として、患者の心と身体を健康にすること、そして自らの健康を維持し、常に最
高の臨床能力を発揮することは大切なことである。そのために、疾病の原因とその予防
法を理解し、健康の維持・増進を図ることができるようにする。

オフィスアワー 授業開講日の休み時間　１F職員室

科目必選区別 必修 36

履修の条件
留意点

後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。なお、本科目
の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理を
しっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。「健康とはなにか。」自らが
健康でいるための知識も学修し、後に患者に健康福祉についての知識・情報を伝える
役割を担うことを意識して、学修に取り組んでください。

　　【担当教員から】

教科書 「衛生学・公衆衛生学」　第２版(社)公益社団法人　東洋療法学校協会　（株）医歯薬出版

参考書

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期毎に行う
中間・期末試験で評価する。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験成績－－－－－２０％
　期末試験成績－－－－－８０％



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 環境と健康（化学的環境要因：空気） 講義

12 環境と健康（化学的環境要因：水） 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 講義

17 試験

18 講義

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

後期

感染症とその対策（発生要因・病原微生物の
種類）

・病原微生物の種類が分類できる

・感染経路の分類ができる

・１～５類感染症の分類ができる

・免疫のしくみ・種類が説明できる
・ワクチンの種類が分類できる
・定期予防接種と任意接種が分類できる

・特徴と消毒対象が説明できる

ライフスタイルと健康（食中毒） ・食中毒の原因とその予防法が説明できる

ライフスタイルと健康（国民の栄養・喫煙と
健康）

・国民健康・栄養調査による近年の動向が
説明できる
・喫煙（受動喫煙を含む）によるリスクと
近年の動向が説明できる

・電離放射線と非電離放射線の種類と特徴
が説明できる
・電離放射線と非電離放射線による障害が
説明できる

中間試験

・大気の正常成分と異常成分の分類と特徴
が説明できる

・上水道・下水道の普及率と水質管理が説
明できる

・化学的環境要因の概要を説明できる

・廃棄物の現状が説明できる

後期期末試験

中間試験の解説・環境と健康（化学的環境要
因）

後期期末試験の解説・解答　 ・試験解説・解答

環境と健康（公害・環境問題）
・公害の特徴と原因物質が説明できる
・地球規模の環境問題の特徴と原因物質が
説明できる

産業保健（関係法規） ・労働衛生法規の内容が説明できる

産業保健（労働災害と業務上疾病）
・近年の動向が説明できる
・業務上疾病の原因が説明できる

感染症とその対策（発生要因・感染経路）

感染症とその対策（感染症法）

感染症とその対策（免疫）

消毒法（物理的消毒法・化学的消毒法）

環境と健康（化学的環境要因：廃棄物）

環境と健康（物理的環境要因：電離放射線・
非電離放射線）



専門基礎分野　　保健医療福祉とあはきの理念

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

前期 授業形態・回数 講義 18 回

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期の中間や
期末に行う実技や筆記試験の結果を評価とする。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験－－－－　２０％
　期末試験－－－－　８０％

オフィスアワー 授業時間曜日の昼休み、または放課後

★担当者からの
メッセージ

参考書

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 保健と医療Ⅰ

　　【基本情報】

配当年次
　　　稲葉　崇　（いなば　たかし）
　　　東郷　俊宏（とうごう　としひろ）

単位数 附属施術所勤務

あん摩マッサージ指圧師や鍼灸師、つまり医療人として知っておかなければならない
職業的な倫理や基礎的な内容を科目横断的に勉強していきます。
新しい環境で初めて聞く医療用語に戸惑うこともあるかと思いますが、これから医療
人になるにあたっての必要な内容ばかりです。授業後の復習を必ず行い、知識を蓄え
ていきましょう。

科目必選区分 必修 36

履修の条件
留意点

前期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。なお、本科目
の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理を
しっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。グループワークや各バイタル
サインの測定など積極的に授業に参加して下さい。

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

施術所での患者対応の経験を生かし、医療人としての姿勢に触れ、将来優れた医療人と
なるため、臨床を前提とした必要な基本的知識、技術及び態度を身につけ、生涯にわた
る学習の基盤をつくることを目的とする。
この授業で学んだ内容を今後行われる臨床実習に生かすことができる。

授業の一般目標
（GIO）

医療人に求められる素養を身につけ、あはき師としての職業倫理を育む。
他学生とのコミュニケーションを通じて、良好な人間関係を築くことができる。
生命徴候（バイタルサイン）の正常な状態を知り、各生命徴候が測定できる。
主要な関節可動域（ＲＯＭ）の計測ができる。
鍼灸の基礎的知識を理解し、また鍼灸業界の現状を学ぶ。

　　【担当教員から】

教科書 臨床医学総論、リハビリテーション医学　第４版、はりきゅう理論など



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 講義

17 試験

18 講義

バイタルサイン２

鍼灸理論３

医療人としての心構えを確認する

バイタルサイン１

医の倫理・職業倫理１

関節可動域２

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

ガイダンス 授業概要、目的の説明

医の倫理・職業倫理３

鍼灸理論２

関節可動域１

テスト反省・授業総括

期末試験

医療人としての態度や自覚を身につけ、職業倫
理を涵養することが出来る

鍼灸治療の特長と用具について理解する
刺鍼の方式と術式を理解し特殊鍼法の種類
を知る
灸の材料や線香について、また灸術の種類
を知る
鍼灸療法の適応症や禁忌、またリスクにつ
いて知る

関節可動域（ＲＯＭ）において、上肢・下
肢の主要な関節の角度を測ることが出来る

各バイタルサインの正常な値を知り、適切
に計測することが出来る

鍼灸理論１

医の倫理・職業倫理２

現代の医療システムを知る

医の倫理・職業倫理４

鍼灸理論４

中間試験

ＰＯＳ／ＳＯＡＰ

関節可動域３



専門分野　　基礎あはき学

1 学年 担当教員

4 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 講義　 36 回

履修の条件
留意点

配当年次 野澤　崇信（のざわ　たかのぶ）

単位数 附属施術所勤務

授業の一般目標
（GIO）

・人体における陰陽を説明できる。
・五行学説の基本が説明できる。
・狭義の五神を説明できる。
・生理物質（精・気・血・津液）の生理や病期を説明できる。
・五臓の生理や病理を説明できる。
・病因を列挙できる。
・蔵象を説明できる
・弁証の違いを説明できる。

オフィスアワー 授業開講日の１２：５０～１３：２０、１７：１５～１７：４５　１F職員室

　　【担当教員から】

教科書 「新版　東洋医学概論」第１版　（株）医道の日本社

参考書

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期毎に行う中間・
期末試験で評価する。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験成績－－－－－２０％
　期末試験成績－－－－－８０％

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 基礎東洋医学Ⅰ

　　【基本情報】

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

東洋医学の概論を学ぶ科目です。東洋医学の基礎的な理論から東洋医学における人体の
とらえ方や自然界との関わり合いを知るとともに、東洋医学的な人体の構造や機能から
病証・病機を理解します。不定愁訴などの症状に対して治療をする際にも役立つ科目で
す。自身の治療経験に基づき、実際にあった臨床例などもあげて理論と活用方法をイ
メージしていきます。

科目必選区分 必修 72

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。な
お、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理
をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。専門用語の暗記は必須となります
が、系統立てて理解することに力を入れてください。

★担当者からの
メッセージ

東洋医学は人体と自然界との関わりを重要視する学問です。気、血、津液、神、外邪など東
洋医学に見られる特有の単語が多く出現して来ますが、日常で起こりうる自然現象や身体に
おこる病気に対して述べられた経験的なものを示しています。西洋医学は数値や画像など客
観性から病気を見つけていくのに対して、東洋医学は四診（見る、聞く、訪ねる、触る）を
通して身体の異常を導き出し、幅広い情報から病証（病気）を判断していきます。そのた
め、西洋医学では数値で異常がでないものに対しても、身体症状があれば病気とみなし、治
療をすることができます。病証を見つけるには「正常な機能」を知らなければいけません。
その為の基礎的知識をこの講義で身に付けます。
原則として授業後の復習は必須とします。予習以上に復習に力を入れて下さい。



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 五臓の生理や病理を説明できる 講義

17 試験

18 講義

19 講義

20 講義

21 講義

22 講義

23 講義

24 講義

25 講義

26 講義

27 試験

28 講義

29 講義

30 講義

31 講義

32 講義

33 講義

34 講義

35 試験

36 講義

陰陽学説が説明できる

陰虚、陰盛、陽虚、陽盛が説明できる

相生、相克、相乘、相侮が説明できる

五方、五色、五時、五能、五気、五音、五
臭、五臓、五華、五官、五液、五味、五
体、五神、五脈、五志、五声、五病、五
労、五果、五菜、五畜、五穀が説明できる

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

天人合一思想、陰陽学説、五行学説、虚実、標本を
学ぶ

東洋医学的な人体の見方が説明できる
（この段階では、大まかでよい）

対立と互根、対立と制約、消長と転化、可分を学ぶ

陰陽の生理、陰陽の病理を学ぶ

五行の関係を学ぶ

自然界の五行、人体の五行、飲食物の五行を学ぶ

狭義の神である五神を学ぶ 五神や七情の生理や病理を説明できる

肝系統の生理や病理、病証について学ぶ

中間試験

心系統の生理や病理、病証について学ぶ 心系統の生理や病理を説明できる

肝系統の生理や病理を説明できる

脾系統の生理や病理、病証について学ぶ 脾系統の生理や病理を説明できる

前期期末試験の解答・解説

肺系統の生理や病理、病証について学ぶ 肺系統の生理や病理を説明できる

精や気、血について学ぶ 精や気、血の生理や病理を説明できる

それぞれの弁証方法が説明できる
すべての弁証が区別できる

期末試験

腎系統の生理や病理、病証および三焦について学ぶ 腎系統の生理や病理を説明できる

前期期末試験

肺・脾・肝の相互関係が説明できる

蔵象　心・脾・腎の相互関係　中間試験　 心・脾・腎の相互関係が説明できる

六腑の協調関係と全身の気機　其の一、二
六腑と五臓の相互関係が説明できる
全身の気機が説明できる

八綱･気血津液･臓腑弁証 八綱･気血津液･臓腑弁証が説明できる

蔵象　心・脾・腎の相互関係
中間試験の解説・解答

心・脾・腎の相互関係が説明できる

外感病因について学ぶ

内傷病因、病理産物とその他の要因について学ぶ

蔵象　心・脾・肝の相互関係

蔵象　心・肺・脾の相互関係

内生五邪

五臓の生理や病理、病証について学ぶ

津液や生理物質の相互関係について学ぶ 津液の生理や病理を説明できる

期末試験の解説・解答　

病機 病機を把握する事ができる

内風、内寒の発生機序が説明できる

内湿、内燥、内熱・内火の発生機序が説明
できる

後期

風邪･寒邪･暑邪の特徴を説明できる

湿邪･燥邪･火邪の特徴を説明できる

内傷病因、病理産物の要因を説明できる

心・脾・肝の相互関係が説明できる

心・肺・脾の相互関係が説明できる

蔵象　肺・脾・腎の相互関係 肺・脾・腎の相互関係が説明できる

蔵象　脾・肝・腎の相互関係 脾・肝・腎の相互関係が説明できる

蔵象　肺・脾・肝の相互関係

経絡弁証、六淫弁証、六経弁証、三焦弁証、衛気営
血弁証、標本と主客



専門分野　　基礎あはき学

1 学年 担当教員

4 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 講義　 36 回

履修の条件
留意点

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とす
る。なお、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要で
す。体調管理をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。

オフィスアワー 授業開講日の休み時間　１F職員室

★担当者からの
メッセージ

経絡は中国医学を構成する大切な学問のひとつであり、経絡上に存在する経穴は体表
に現れる病気の反応点かつ治療点となります。覚えることが多く大変と思いますが、
小テストなどで浸透度を確認しながら、進めていきます。
ぜひ一緒に頑張っていきましょう！

参考書

成績評価基準　
評価の観点は知識の浸透度と理解度とし、
授業内の小テストおよび中間試験・期末試験で評価する。

成績評価方法

成績評価の基準（評価割合(％)）
　期末試験成績－－－－－－－－－－－－－－７０％
  中間試験成績－－－－－－－－－－－－－－２０％
　課題(授業内小テスト・レポート等)提出－－１０％

科目必選区分 必修 72

　　【担当教員から】

教科書

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

配当年次 今泉　順子（いまいずみ　じゅんこ）

単位数 鍼灸マッサージ治療院　院長

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

臨床では、患者さん本人も気づかずにいる、身体からのサインをツボにみることがで
きます。どんなツボにどんなサインが出やすいかに触れつつ、人体にある経穴（ツ
ボ）や経絡について、図譜や人体模型を使いながらその部位や取穴法（ツボの取り
方）や解剖学的構造を学習するとともに、臨床経験を生かして、施術における基本的
な治療点を理解していきます。

授業の一般目標
（GIO）

経絡・経穴についての概略を学ぶ。
東洋医学の考え方を踏まえ、経絡の概略と経穴を理解するための基礎知識を学ぶ。
正経十二経の各経絡の概略を学ぶ。
奇経八脈の概略と任脈経・督脈経の各論学ぶ。
正経以外にも経穴（経外奇穴）があることを理解する。

【分野】　

【科目】　 基礎東洋医学Ⅱ

　　【基本情報】

「新版　経絡経穴概論」　日本理療科教員連盟　社団法人東洋療法学校協会　編集　



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

16 講義

17 講義

18 試験

19 講義

20 講義

21 講義

22 講義

23 講義

24 講義

25 講義

26 講義

27 試験

28 講義

29 講義

30 講義

31 講義

32 講義

33 講義

34 講義

35 試験

36 講義

講義内容 到達目標(SBOs)

手の厥陰心包経 ・手の厥陰心包経流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

　　【授業計画】

前期

後期

中間試験の解説・解答　五行穴 ・五行穴の意義、主治、部位の説明ができる

五要穴
・五要穴の意義、主治、部位の説明ができる
・八総穴、四総穴、八会穴、下合穴の意義、部位の説明ができ
る

任脈経 ・任脈経の経穴の解剖学的位置、要穴を説明できる

督脈経 ・督脈経の経穴の解剖学的位置、要穴を説明できる

手の少陽三焦経 ・手の少陽三焦経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

１．経絡・経穴の誕生
２．臓腑の概要
３．経絡の概要

・手足の三陰・三陽と臓腑の結びつきを説明できる
・五臓・六腑・奇恒の府の説明ができる
・正経十二経の流注の原則を説明できる
・奇経八脈の名称・特徴を説明できる
・経絡系統（経別、絡脈、経筋）の概略を説明できる

４．経穴の概要
１）腧穴について
２）経穴について
３）経穴部位の決定方式

・腧穴の概念を説明できる
・骨度法に従い、身体の各部位とその寸分を説明できる
・同身寸法による計測について説明できる

４．経穴の概要
４）取り方
５）要穴の概要
６）禁鍼穴・禁灸穴

・取穴の際にふさわしい体位を理解し、説明できる
・五行穴、五兪穴について、それぞれの要穴の意義を説明できる

・四総穴、八会穴、八脈交会穴（八宗穴）の意義を説明できる
・禁鍼穴・禁灸穴について説明できる

手の太陽小腸経 ・手の太陽小腸経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

中間試験の解説・解答
手の陽明大腸経

中間試験

手の少陰心経 ・手の少陰心経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

足の太陽膀胱経 ・足の太陽膀胱経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

前期期末試験

前期期末試験の解説・解答

・衝脈・帯脈・陽蹻脈・陰蹻脈・陰維脈・陽維脈の特徴を説明
できる

足の少陽胆経 ・足の少陽胆経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

・解剖学肢位、方向に関する用語が理解できる
・経穴部位を理解するための体表指標を説明できる
・経穴部位の表記に使われる体表区分を説明できる

・督脈経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

経穴の取り方に必要な用語

督脈

足の少陰腎経 ・足の少陰腎経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

任脈 ・任脈経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

手の太陰肺経 ・手の太陰肺経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

足の厥陰肝経 ・足の厥陰肝経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

手の三陰経、手の三陽経、足の三
陰経、手の三陽経の流注の概略

奇穴（部位・主治）頭頸部・胸腹
部・背部・上肢部

・頭頸部、胸腹部、背部、上肢の奇穴の部位を説明できる
・各々の奇穴の主治を説明できる

奇穴（部位・主治）上肢部・下肢
部・よく知られている経穴の組合
せ

・上肢部・下肢部の奇穴、よく知られている経穴の組合せにつ
いて説明できる
・各々の奇穴・組合せ穴の主治を説明できる

後期期末試験

後期期末試験の解説・解答　

衝脈・帯脈・陽蹻脈・陰蹻脈・陰
維脈・陽維脈

・手足の三陰経、三陽経の流注の概要が説明できる
・経脈と臓腑の属絡関係を説明できる

中間試験

・手の陽明大腸経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

足の陽明胃経 ・足の陽明胃経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる

足の太陰脾経 ・足の太陰脾経の流注の概要、所属経穴名、取穴部位を説明できる



専門分野　　基礎はき学

1 学年 担当教員

4 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 講義・実習 36 回

科目必選区分 必修 72

履修の条件
留意点

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とす
る。なお、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要で
す。体調管理をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

はりきゅうの治療に於いて病態を把握し弁証を立てることも重要ですが、とりわけ治療
するにあたり正確に経穴を取れなければ治すことに繋がりません。この授業では、取穴
するにあたって必要となる解剖学や経絡経穴概論の知識を学び、主要な経穴を取穴する
ことができるようにしていきます。

授業の一般目標
（GIO）

取穴に必要な体表解剖を理解し、人体で触れることができる。
また経絡経穴概論の基礎として、骨度法や要穴の意味、経脈の流注などを理解する。
それらを総合して、実際に人体で取穴することができる。

オフィスアワー 授業開催日の休み時間

　　【担当教員から】

教科書 「新版　経絡経穴概論」　医道の日本社

参考書

成績評価基準　 毎回行う小テストと、中間試験及び学期末に行う実技試験で評価する。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　小テスト ----- ４５％
　期末試験 ----- ５５％

★担当者からの
メッセージ

教科書にある経穴を正確に取穴できるためには、体表での指標となるもの、つまりラ
ンドマークの解剖学的理解とそれを触知できる能力が必要不可欠である。ランドマー
クとは体表から触れる骨のでっぱりや凹み、カドであり、それそのものが経穴であっ
たり、またそこを起点として経絡・経穴の部位が決まる。何よりも臨床能力の基礎と
なるものであるため、しっかりと学んでいきたい。

配当年次 有馬　太郎（ありま　たろう）

単位数 治療室　院長

2024年度　鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 基礎東洋医学Ⅴ

　　【基本情報】



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 実習

4 実習

5 実習

6 実習

7 実習

8 実習

9 実習

10 実習

11 実習

12 実習

13 実習

14 実習

15 肝経（主に井穴～合穴）の取穴２ 実習

16 実習

17 試験

18 実習

19 実習

20 任脈２ 実習

21 腹部の腎経・胃経・脾経 実習

22 腹部 実習

23 督脈１ 実習

24 実習

25 実習

26 実習

27 実習

28 実習

29 実習

30 実習

31 実習

32 実習

33 実習

34 実習

35 試験

36 実習

経絡・経穴と解剖の基礎を理解する

肝経を取穴するにあたっての体表解剖を理
解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

督脈を取穴するにあたっての体表解剖を理
解し、主要な経穴を取穴することができ
る。

膀胱経の背部を取穴するにあたっての体表
解剖を理解し、主要な経穴を取穴すること
ができる。

大腸経を取穴するにあたっての体表解剖を
理解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

胃経を取穴するにあたっての体表解剖を理
解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

膀胱経を取穴するにあたっての体表解剖を
理解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

胆経を取穴するにあたっての体表解剖を理
解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

脾経を取穴するにあたっての体表解剖を理
解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

腎経を取穴するにあたっての体表解剖を理
解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

任脈と腹部の腎経、胃経、脾経を取穴する
にあたっての体表解剖を理解し、主要な経
穴を取穴することができる。

小腸経（主に井穴～合穴）の取穴２

手の陽経

三焦経を取穴するにあたっての体表解剖を
理解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

小腸経を取穴するにあたっての体表解剖を
理解し、要穴を中心に取穴することができ
る。

三焦経（主に井穴～合穴）の取穴１

大腸経（主に井穴～合穴）の取穴１
後期

任脈１

督脈２

膀胱経の背部１

膀胱経の背部２

背部

大腸経（主に井穴～合穴）の取穴２

三焦経（主に井穴～合穴）の取穴２

後期期末試験

後期期末試験のフィードバック

小腸経（主に井穴～合穴）の取穴１

脾経（主に井穴～合穴）の取穴２

前期期末試験のフィードバック

腎経（主に井穴～合穴）の取穴１

腎経（主に井穴～合穴）の取穴２

肝経（主に井穴～合穴）の取穴１

足の陰経

前期期末試験

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

ガイダンス

経絡・経穴と解剖の基礎

胃経（主に井穴～合穴）の取穴１

胃経（主に井穴～合穴）の取穴２

膀胱経（主に井穴～合穴）の取穴１

膀胱経（主に井穴～合穴）の取穴２

胆経（主に井穴～合穴）の取穴１

胆経（主に井穴～合穴）の取穴２

足の陽経

脾経（主に井穴～合穴）の取穴１



専門分野　　基礎はき学

1 学年 担当教員

4 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 講義・実習 36 回

医療面接は、治療を始めるにあたっての肝（キモ）となる項目になります。接遇は一
朝一夕には行きませんので、休み時間などを使いクラスメイトと経験を積むようにし
てください。関節の運動は、筋肉の付着を考えて立体的に身体を捉える必要がありま
す。教室内の骨模型を使い、イメージ作りを心掛けてください。

配当年次 佐藤　亨子（さとう　きょうこ）

単位数 附属施術所勤務、鍼灸整骨院勤務経験あり

オフィスアワー 授業開講日の休み時間

　　【担当教員から】

教科書 特になし

参考書 運動学　第２版（医歯薬出版株式会社）

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、学期毎に行う
中間・期末試験で評価する。

成績評価方法 学期末に行う実技試験で評価する。

★担当者からの
メッセージ

2024年度　鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 基礎東洋医学Ⅴ

　　【基本情報】

科目必選区分 必修 72

履修の条件
留意点

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とす
る。なお、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要で
す。体調管理をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

臨床で経験している接遇に関して、患者様が抱えている症状によって対応が違うことに
触れ、また、関節の運動を理解することで、どの様に臨床に繋がるのかを踏まえて前期
は、治療総論として鍼灸療法の考え方を学び、臨床の中で行われる医療面接においての
注意事項や聞く内容を理解し実習する。後期は、人体にある主要な関節の概要を理解
し、運動と筋肉、さらに経穴などを結びつけて学習し、２年次に学ぶ運動学につなげて
いく。

授業の一般目標
（GIO）

医療面接の注意事項を理解しており、実際に適切に行うことが出来る。
人体の主要な関節の構造を理解している。
またその関節に関係する筋肉や経穴を述べることが出来る。



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 実習

5 講義

6 講義

7 実習

8 講義

9 試験

10 講義

11 講義

12 講義

13 実習

14 講義

15 実習

16 実習

17 試験

18 講義

19 講義

20 講義

21 実習

22 講義

23 実習

24 講義

25 実習

26 講義

27 試験

28 講義

29 実習

30 講義

31 実習

32 講義

33 実習

34 講義

35 試験

36 講義

全身の診かた、お腹や背中の見方、舌診を
理解する

診察の結果が人によって違うことを知る

前期中間試験

東洋医学的診察法

手関節と手の運動

肘関節の構造と前腕の運動を理解し、関節
や運動、筋肉について説明できる。また肘
関節周辺にある経穴の部位を知っている。

手関節の構造と手の運動を理解し、関節や
運動、筋肉について説明できる。また手関
節周辺にある経穴の部位を知っている。

東洋医学的診察を用い、下腹部痛を理解す
る

下腹部痛

東洋医学的診察を用い、上腹部痛を理解す
る

股関節の構造を理解し、関節や運動、筋肉
について説明できる。また股関節周辺にあ
る経穴の部位を知っている。

膝関節の構造を理解し、関節や運動、筋肉
について説明できる。また膝関節周辺にあ
る経穴の部位を知っている。

足関節の構造と足の運動を理解し、関節や
運動、筋肉について説明できる。また足関
節周辺にある経穴の部位を知っている。

股関節の運動

膝関節の運動

足関節と足の運動

後期

ガイダンス 関節の概要を理解する 肩関節の計測

上肢の関節の運動

後期中間試験

期末試験

期末試験のフィードバック

下肢の関節の運動

肩関節の構造を理解し、関節や運動、筋肉
について説明できる。また肩関節周辺にあ
る経穴の部位を知っている。

肩関節の運動

肘関節と前腕の運動

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

ガイダンス

東洋医学的診察法の実演

期末試験のフィードバック

腹診

期末試験

上腹部痛

一連の医療面接

身だしなみのＧＷ

医療面接の流れ（導入）と実演
医療面接の流れ（面接）と実演

医療人として相応しい身だしなみが出来る

医療面接の流れ（導入）と実演を理解する
医療面接の流れ（面接）と実演を理解する



専門分野　　実習

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 実習 36 回

　

科目必選区分 必修 72

履修の条件
留意点

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とす
る。なお、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要で
す。体調管理をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。患者から信頼
されるには清潔感のある身だしなみからです。臨床を想定し、身だしなみを整えて授
業に臨んでください。

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

常に患者様に刺鍼することを意識するようにし、刺鍼練習器で十分に刺入法を練習し
た後、自己下腿に刺鍼練習を行う。対人刺鍼では、患者を刺鍼に適した姿勢（臥位）
に導き、刺鍼の準備を円滑に行うことができるように刺鍼経験に基づいて指導する。
また、消毒に関する知識を修得し、正しい手洗いおよび消毒方法を身につけ、安全か
つ衛生的に、指示された経穴に刺鍼する。

授業の一般目標
（GIO）

・施術にふさわしい身だしなみを理解する。
・患者に対し、仰臥位・伏臥位・側臥位の姿勢に導き、枕や胸当て、タオルを適切に
使うことができる。
・手指消毒・刺鍼部位の正しい消毒方法を理解し、身につける。
・安全、衛生的かつ円滑に、刺鍼準備ができる。
・指定された経穴に直刺・斜刺ができる。
・抜鍼まで一連の流れを円滑にできる。

成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験成績－－２０％
　期末試験成績－－８０％（後期は小テスト含む）

【分野】　

【科目】　 はり・きゅう実習－１

　　【基本情報】

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

配当年次 二ノ坂 和統（にのさか　かずと）

単位数 附属施術所勤務、治療院勤務経験あり

オフィスアワー 授業開講日の休み時間、または放課後　１Ｆ職員室

　　【担当教員から】

教科書 「はりきゅう実技＜基礎編＞」　東洋療法学校協会編　　医道の日本社

参考書 「はりきゅう理論」　東洋療法学校協会編　　医道の日本社

成績評価基準　
評価の観点は１）実技の習得状況、２）授業の理解度について、学期ごとに行う中間
および期末試験で評価する。

成績評価方法

★担当者からの
メッセージ

鍼施術は人体への侵襲をともないますので、安全かつ衛生的に行われなければなりま
せん。そのためには確実な刺鍼操作と衛生面での正しい知識が必要となります。
本授業では両者を平行して学びながら、まずは刺鍼練習器で十分に刺鍼法を練習した
後、自己下腿、対人施鍼とステップアップしていきます。技術は一朝一夕に身につく
ものではありません。授業で方法やコツを学び、自主練習で定着させる必要がありま
す。そのためにも授業の出席は欠かせません。治せる治療家を目指し、まずは確実に
基礎を身につけましょう。



学期 回数 講義形態

1 実習

2 実習

3 実習

4 実習

5 実習

6 実習

7 実習

8 試験

9 実習

10 実習

11 実習

12 実習

13 実習

14 実習

15 実習

16 実習

17 刺鍼練習器に正しい手順で、刺鍼ができる 試験

18 実習

19 実習

20 実習

21 実習

22 実習

23 実習

24 実習

25 実習

26 実習

27 試験

28 実習

29 実習

30 実習

31 実習

32 実習

33 実習

34 実習

35 後期期末試験 試験

36 実習

背部の経穴が正しく取穴できる
背部の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（肩背部）

身体各部の刺鍼（総復習）

腹部の経穴が正しく取穴できる
腹部の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（腹部）

腹部の経穴が正しく取穴できる
腹部の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（胸部）

背部の経穴が正しく取穴できる
背部の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

管鍼法による刺鍼
片手挿管法を反復練習

管鍼法の正しい手順を理解し、身につける

撚鍼法の正しい手順を理解し、実践できる
打鍼法のやり方を理解する

撚鍼法・打鍼法による刺鍼

刺鍼中の手技を学ぶ
刺鍼部位の消毒法
消毒～刺鍼～抜鍼までの
一連の流れ

刺鍼中の手技のやり方を理解し、実践する
刺鍼部位の消毒法の意義を理解し、実践する
片手挿管法、管鍼法による刺鍼の総復習

片手挿管法
鍼の過誤

両手挿管法・片手挿管法の手順を理解し、実践できる
鍼における過誤を理解し、説明できる

後期

　　【授業計画】

前期
講評・フィードバック テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する

到達目標(SBOs)

実技室使用のルールに則り、安全かつ衛生的に使用で
きる
道具の使い方を理解し、正しく管理できる

講義内容

施術用具の取り扱いと管理
実技授業の注意点
実技室の使用方法

片手挿管法を実践できる

テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する講評・フィードバック

前期期末試験

自己下腿への刺鍼

手指の洗浄および消毒の方
法

手指の洗浄および消毒の意義を理解し、正しい消毒方
法を身につける

手指消毒および刺鍼部位の消毒ができる
三陰交・足三里への刺鍼
陽陵泉・陰陵泉・血海への刺鍼

中間試験

中間試験
指定された経穴に、安全かつ衛生的に刺鍼できる
（対人で直刺・１部位）

テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する講評・フィードバック

講評・フィードバック テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する

指定された経穴に、安全かつ衛生的に刺鍼できる
（対人で直刺および斜刺　２部位）

上肢の経穴が正しく取穴できる
上肢の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

下肢の経穴が正しく取穴できる
下肢の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（上肢）

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（下肢）

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（背部）

背部の経穴が正しく取穴できる
背部の経穴に安全かつ衛生的に刺鍼できる
取穴法の小テストを実施

対人刺鍼
身体各部の刺鍼（背部）



専門分野　　実習

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 実習 36 回

　

配当年次 飯田　双海（いいだ　ふたみ）

単位数 附属施術所 勤務

【分野】　

【科目】　 はり・きゅう実習－１

　　【基本情報】

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

オフィスアワー 授業開講日の休み時間、または放課後　１Ｆ職員室

　　【担当教員から】

教科書
「はりきゅう実技＜基礎編＞」　東洋療法学校協会編　　医道の日本社
「はりきゅう理論」　東洋療法学校協会編　　医道の日本社
「経絡経穴概論」　東洋療法学校協会編　　医道の日本社

使用教材(道具)
艾(高級艾)、線香、ステンレスシャーレ、竹、手ぬぐい、灸点ペン、指頭消毒器、　ｸﾘｯﾌﾟ
ﾎﾞｰﾄﾞ
■学生各自で用意するもの：小型の灰皿、ライター、マスク

成績評価基準　
評価の観点は１）実技の習得状況、２）授業の理解度について、学期ごとに行う中間および
期末試験、進級試験で評価する。

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　中間試験成績－－２０％
　期末試験成績－－８０％

★担当者からの
メッセージ

鍼灸治療を受療される患者さんには、灸施術を求める方々も多いです。多少の熱さを伴うも
のなのに、なぜでしょう？　効果を実感されている結果ですが、その前提として上手な灸施
術を受けたのだと言えるでしょう。灸施術は温熱刺激による皮膚表面への侵襲を伴うので、
熱量をコントロールして安全かつ衛生的に行う技術が必要です。しかしながら施灸動作は初
学者にとって慣れない動作であり、一朝一夕に身につくものではありません。スポーツ等と
同様、基本動作の反復練習をどれだけ実施したかによって技術の進歩に差が見られます。２
年次に学習する応用編に対応する為にも、毎回の授業に出席して方法やコツを学び、自宅で
反復練習し、施灸の基本技術を身に着けましょう。

科目必選区分 必修 72

履修の条件
留意点

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とする。な
お、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理
をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。授業中、お互いの身体上で施灸練
習をします。肌を露出しやすいよう、白衣の内側にはタンクトップやキャミソール、短パン
を着用しておいてください。

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

患者様の病態に応じて、身体上の適切な部位に適切かつ安全な施灸技術を用いて、患者様の
健康増進を図ることを伝え、１学年次では、一般的に多用する灸法を適切かつ安全に実施す
るための基本技術・作法を習得することを目標に実習を行う。施術現場での経験を活かし、
灸法の基礎知識と衛生・リスク管理の学習を交え、艾(もぐさ)や施灸用具の適切な取扱い
方、竹や紙の上での施灸訓練、学生同士での対人施灸訓練を指導する。また、血圧・脈拍測
定の方法も学習する。

授業の一般目標
（GIO）

・施術にふさわしい身だしなみを整える。
・艾(もぐさ)、線香や火など施灸用具を適切に取扱ことができる。
・施灸準備を衛生的、安全かつ円滑に実施できる。
・艾炷(がいしゅ)を適切な大きさ（糸状、半米粒大、米粒大）で作成できる。
・施灸動作(点火、灸熱緩和、線香の灰除法、施灸の後処理)を適切に実施できる。
・一定時間内に、半米粒大・透熱灸での連続施灸を一定個数行うことができる。
・指定された経穴を正しく取穴し、その経穴に安全に施灸できる。
・血圧・脈拍測定ができる。



学期 回数 講義形態

1 実習

2 実習

3 実習

4 実習

5 実習

6 実習

7 実習

8 試験

9 実習

10 失眠穴 実習

11 実習

12 実習

13 実習

14 実習

15 実習

16 実習

17 試験

18 実習

19
血圧・脈拍測
定 実習

20 実習

21 実習

22 肩背部 実習

23 腹部 実習

24 実習

25 実習

26 試験

27 実習

28 実習

29 実習

30 実習

31 実習

32 実習

33 実習

34 試験

35 試験

36 実習

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

実技授業の説明
施術用具の取扱いと管理
灸技術の基礎

実技室使用のルールに則り、安全かつ衛生的に使用できる。
道具の使い方を理解し、正しく管理できる。
灸法の種類を分類できる。

灸の基礎知識、灸施術のリス
ク管理、灸技術の基礎

灸施術における過誤を理解し、説明できる。
艾ひねりの動作をする。
米粒大・半米粒大・糸状灸の区別ができる。

米粒大・半米粒大の艾炷を作成できる。
竹上で、艾炷に点火、灸熱緩和の各動作ができる。
自身の経穴１つに知熱灸で施灸する(施灸される)。

竹上で、
・半米粒大で連続施灸する。
・艾炷の大きさを適切かつ一定に連続施灸する。
対人で、
・施灸前の声かけ、タオルワークができる。
・指定の経穴を正確に取穴できる(骨度法)。
・指定の経穴に半米粒大で知熱灸を施す。

灸技術の基礎
竹上で連続施灸
対人で取穴、知熱
灸
対人での声かけ、
タオル掛け

灸技術の基礎

下肢

上肢

前期に学習した施灸法を、安全かつ衛生的に実施できる。

後期

艾炷の大きさを適切かつ一定に連続作成する。

中間試験 前期前半に学習した内容から試験課題を課し評価する。

講評・フィードバック テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する。

後期期末試験（口頭試問）

後期期末試験（実技）

後期に学習した内容を正確に説明できる。

竹上で、２点交互連続多壮灸の手順を円滑に行える。
[失眠]に、２点交互連続多壮灸の手順を円滑に行える。
・半米粒大、透熱灸または知熱灸

後期に学習した施灸法を、安全、円滑、衛生的に実施できる。

フィードバック テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する。

前期期末試験（実技）

フィードバック テスト結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する。

背部

灸技術の基礎
・竹上で連続施灸
・対人で取穴、施
灸
・声かけ、タオル
掛け
診察技術
・血圧・脈拍測定
・医療面接のメモ
をとる
・診療録記入

竹上で、半米粒大で連続施灸する。
・艾炷の大きさを適切かつ一定に連続施灸する。
対人で、指定の経穴に半米粒大で知熱灸を施す。
・施灸前の声かけ、道具の配置、タオルワークができる。
・指定の経穴を正確に取穴できる(骨度法)。

血圧・脈拍測定ができる。

医療面接で模擬患者の訴えを聴き取り、正確にメモできる。
診療録を(一部)記録できる。

医療面接見
学
ロールプレ
イ

中間試験

フィードバック

前・後期の復習

前・後期の復習

２分間、竹上や[失眠]に半米粒大・透熱灸で２点交互連続多壮
灸を10壮以上施灸できる。施灸準備、患者対応、施灸動作、術
後処理を適切、衛生的、安全に行うことができる。

試験結果を踏まえ、不適な点を理解し、修正する。

後期前半に学習した内容から試験課題を課し評価する。

灸技術の応用
２点交互連続施灸
・竹上
・対人（失眠穴）

竹上で、２点交互連続多壮灸の手順を行える。



専門分野　　実習

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 実習 36 回

成績評価基準　
評価の観点は１）授業の理解と表現　２）知識の浸透度と理解度とし、前期は、栄養
学や介護学の内容を加えた筆記試験を、後期は口頭試問と実技試験を実施する。

成績評価方法

成績評価の基準（評価割合(％)）
　前期　：　期末試験成績－－１００％
　後期　：　口頭試問－－－－　２０％
　　　　　　実技試験－－－－　８０％

★担当者からの
メッセージ

施術経験を活かして、ランドマークを探すときの触れ方や指標の取り方を紹介し、前期
は、取穴するにあたって必要となる解剖学や経絡経穴概論の知識を学び、手の三陰経の
経穴全ての部位を取穴することができるようにする。また将来、施術者としてプラスに
なるであろうスポーツ栄養学の内容も加える。
後期は、正経十二経脈の各要穴に対し、鍼灸の施術を行っていくと同時に、要穴を覚
え、その部位を口頭で伝えることが出来ることを目的とする。

授業の一般目標
（GIO）

取穴に必要な体表解剖を理解し、人体で触れることができる。
経絡経穴概論の基礎として、骨度法や要穴の意味、経脈の流注などを理解する。
実際に人体で取穴することができる。
要穴を覚え、その経穴に基本的な鍼灸施術を行うことが出来る。

参考書

配当年次 行木　由紀子（なめき　ゆきこ）

単位数 附属施術所勤務、治療室勤務経験あり

治療の際に必要なツボ(経穴)を探す為に、骨度法や筋・骨などのランドマークを学
び、正確な取穴ができるようになる事を目標とします。授業内で身体に触れながらラ
ンドマークを一つ一つ確認してしていきましょう。さらに、特修科は将来アスリート
への施術対応が出来るようになるためにスポーツ栄養学の基礎知識を学びます。

科目必選区分 必修 72

履修の条件
留意点

前期試験および後期試験の平均点が６０％以上かつ進級試験の合格を以て履修とす
る。なお、本科目の定期試験受験の為には、授業回数の３分の２以上の出席が必要で
す。体調管理をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。
経穴名や取穴部位は反復して覚えることが必須です。
授業で使用する経穴は事前に部位を覚えてくるようにしましょう。

　　【担当教員から】

教科書 「新版　経絡経穴概論」第２版　医道の日本社

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

2024年度　鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 はり・きゅう実習－１

　　【基本情報】

授業開講日の休み時間および放課後　１F職員室オフィスアワー



学期 回数 講義形態

1 実習

2 取穴の為の基礎知識 骨度法、ランドマークを理解する。 実習

3 手の太陰肺経の取穴１ 実習

4 実習

5 実習

6 手の少陰心経の取穴１ 実習

7 手の少陰心経の取穴２ 実習

8 手の厥陰心包経の取穴１ 実習

9 手の厥陰心包経の取穴２ 実習

10 試験

11 実習

12 手の陽明大腸経の取穴２ 実習

13 手の太陽小腸経の取穴１ 実習

14 手の太陽小腸経の取穴２ 実習

15 手の少陽三焦経の取穴１ 実習

16 手の少陽三焦経の取穴２ 実習

17 試験

18 実習

19 実習

20 実習

21 実習

22 実習

23 実習

24 実習

25 実習

26 試験

27 実習

28 講義

29 講義

30 講義

31 講義

32 実習

33 実習

34 実習

35 試験

36 実習

手の少陽三焦経を取穴するにあたって
必要な体表解剖を理解し、取穴するこ
とができる

手の少陰心経を取穴するにあたって必
要な体表解剖を理解し、取穴すること
ができる

手の厥陰心包経を取穴するにあたって
必要な体表解剖を理解し、取穴するこ
とができる

栄養学１

中間試験

手の陽明大腸経の取穴１

テスト反省・総括

前期試験

栄養学の基礎を習得する

栄養学４

　　【授業計画】

経絡・経穴と解剖の基礎を理解する

手の太陰肺経の取穴３

栄養学２

栄養学３

足の三陰経の要穴を覚え、口頭で取穴
部位を述べることが出来る
またその部位に適切に鍼灸施術を行う
ことが出来る

足の要穴のまとめ

手の太陰肺経の取穴２
手の太陰肺経を取穴するにあたって必
要な体表解剖を理解し、取穴すること
ができる

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

ガイダンス

手の陽明大腸経を取穴するにあたって
必要な体表解剖を理解し、取穴するこ
とができる

手の太陽小腸経を取穴するにあたって
必要な体表解剖を理解し、取穴するこ
とができる

後期

中間試験

テスト反省・総括

要穴の取穴と施術（足の三陽経）

足の三陽経の要穴を覚え、口頭で取穴
部位を述べることが出来る
またその部位に適切に鍼灸施術を行う
ことが出来る

要穴の取穴と施術（足の三陰経）

テスト反省・総括

後期試験

要穴の取穴と施術

手足の要穴を覚え、口頭で取穴部位を
述べることが出来る
またその部位に適切に鍼灸施術を行う
ことが出来る



専門分野　　臨床実習

1 学年

1 単位

時間数

前期 後期 授業形態・回数 実習 24 回

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 臨床実習Ⅰ

　　【基本情報】

授業の一般目標
（GIO）

他者（施術所スタッフ、指導者、患者、同僚など）との適切な信頼関係を構築すること
ができる。臨床施設での初歩的な患者対応と基本業務を実践できる。患者の様子と患者
に対するあはき師の基本姿勢を観察し、自己目標・自己課題を見出すことができる。

配当年次
担当教員

鍼灸マッサージ科専任教員、臨床実習指導者

単位数 附属施術所勤務など

科目必選区分 必修 45

授業概要

鍼灸臨床施設での患者の様子とあはき師の基本姿勢、一般的業務の基本事項を見学、体
験する。 施術所における臨床経験豊富な実習指導員のバックアップのもと、初歩的な患
者対応と基本業務の一部を実践し、チームワークの一員として責任をもって 他者（施術
所スタッフ、指導者、患者、同僚など）との適切な信頼関係構築を図る。実習の回を重
ねるごとに、それらについて技術的・精神的に慣れていきながら技術向上を目指す。

開講学期

　　【授業情報】

★担当者からの
メッセージ

鍼灸施術を業務とする上で、ふさわしい身だしなみ、他者（施術所スタッフ、指導
者、患者、同僚など）との適切な信頼関係構築、施設の清掃・整理整頓などへの積極
性は欠かせません。臨床実習で鍼灸施術施設の一般的業務に積極的に関わり、不慣れ
な業務や他者とのコミュニケーションへの苦手意識を克服しましょう。また患者さん
に対して無礼なく思いやりを持って関わってみましょう。患者さんの健康状態につい
ての事柄、仕事へのやりがい、自身の目標など、新たな発見があり、将来に活きるこ
とでしょう。疑問点が浮かんだ時は、指導教員が共に考えて解決の道を探りますの
で、積極的に質問してください。

　　【担当教員から】

教科書

オフィスアワー 授業時間外

履修の条件
留意点

・学生個々に実習日が設定されます。臨床実習のルールに則り、身だしなみを整えて
臨んでください。時間厳守で集合してください。
・臨床実習は出席率 100％も履修条件です。体調不良等やむを得ず出席が困難な場
合、速やかに学校へ連絡してください。

特になし

参考書 他授業でのノート、資料など

成績評価基準　

あはき師に相応しい身だしなみができる。施術所や臨床実習の規則、指導者の指示、法
律を遵守し、適切に行動できる。他者（施術所スタッフ、指導者、患者など）に対し、
適切な挨拶や自己紹介ができ、敬意と思いやりをを持って対応できる。各業務や課題を
積極的に実践し、スタッフや仲間と協力しあうことができる。自己目標・自己課題・自
己評価を記録し、 課題克服を目指した行動ができる。臨床実習を通じて、医学・臨床に
ついて興味のあるテーマを見つけることができる。

成績評価方法

成績評価の基準（評価割合(％))
　上記評価基準の各内容に対する評価 －－－－－ー 50％
　課題(レポート等)提出 －－－－－－ーー－ー－－ 50％
各回の実習指導者が上記を評価する。全回終了後、各回の評価をまとめて算出したも
のを当年度臨床実習の総合評価とする。



学期 回数 講義形態

1

2

3 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-1①

4

5 学外臨床施設にて臨床実習Ⅰ-2

6

7 学外臨床施設にて臨床実習Ⅰ-2

8

9 学外臨床施設にて臨床実習Ⅰ-2

10

11 学外臨床施設にて臨床実習Ⅰ-2

12

13 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-1②

14

15 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-1②

16

17 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-3

18

19 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-3

20

21 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-3

22

23 当校施術所にて臨床実習Ⅰ-3

24

後期

・臨床実習の意義、ルール、スケジュール
の説明を受け、理解する

実習

実習

当校施術所にて臨床実習Ⅰ-1①

講義臨床実習ガイダンス

・施術所や臨床実習の規則、指導者の指
示、法律を遵守し、適切に行動できる
・他者（施術所スタッフ、指導者、患者な
ど）に対し、適切な挨拶や自己紹介ができ
る
・各業務や課題を積極的に実践し、スタッ
フや仲間と協力しあうことができる
・診察用具に触れてみる

施術所業務を体験する

前期

施術所業務を体験する

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

・あはき師に相応しい身だしなみができる
・施術所や臨床実習の規則、指導者の指
示、法律を遵守し、患者や施設に迷惑とな
らぬよう、適切に行動できる。他者（施術
所スタッフ、指導者、患者など）に対し、
適切な挨拶や自己紹介ができ、敬意と思い
やりをを持って対応できる
・課題を積極的に実践できる。自己目標・
自己課題・自己評価を記録する

実習

実習

実習

実習

実習

鍼灸施術を見学する

・1回の鍼灸施術の全体像、進め方を知る
・毎回異なる患者それぞれの様子を知る
・患者の愁訴についてメモをとることがで
きる
・診療録の一部を記録できる。
・自己目標を立てる

・施術所や臨床実習の規則、指導者の指
示、法律を遵守し、適切に行動できる
・他者（施術所スタッフ、指導者、患者な
ど）に対し、適切な挨拶や自己紹介ができ
る
・各業務や課題を積極的に実践し、スタッ
フや仲間と協力しあうことができる
・診察用具に触れてみる

鍼灸施術を見学する

鍼灸施術を見学する

施術所業務を体験する

鍼灸施術を見学する

施術所業務を体験する

実習

実習

実習

実習

実習



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

1 単位 実務経験

時間数

前期 授業形態・回数 講義　 8 回

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・知識の習熟度と修得した知識の応用

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　科目試験成績　･･････　１００％

オフィスアワー 授業開講日の休み時間

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

科目試験の点が６０％以上を以て履修とする。なお、本科目の定期試験受験の為に
は、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理をしっかり行い、授業の出
欠には充分注意してください。

授業では積極的に自分の意見を述べるとともに周りの人たちの意見にも耳を傾け、そ
して相手に共感できる姿勢を意識して臨んで下さい。また、直前の授業で行った内容
の復習を行い次回授業に臨むと、より理解が深まると思います。

　　【担当教員から】

教科書 配布プリント

参考書

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

この授業では、健常者とのコミュニケーションだけではなく、高齢者、障がい者と
いった配慮が必要な方々とのコミュニケーションを図る際の基本的姿勢やその特性に
合わせた工夫、また関係職種間との連携やチームワーク等、実際の臨床場面で遭遇す
るコミュニケーション時に活用できる技法を学んでいく。

授業の一般目標
（GIO）

他者への情報伝達に必要な基礎的コミュニケーション能力を養うとともに、他者に共
感でき、相手の立場に立って考えられる姿勢を習得する。

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

科目必選区分 必修 16

特になし

配当年次 谷 功（たに いさお）

単位数



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 試験/講義

二者間におけるコミュニケーションプロ
セスが説明できる。

コミュニケーションの基本・意義・目的
～対人関係における二者間のコミュニケー
ションプロセス～

関わりを示す基本動作
～SOLER理論について～

質問の技法／納得と同意を得る技法
～明確化・焦点化・要約の技法・助言トレー
ニング～

患者の特性に応じたコミュニケーションの実
際
～高齢者とのコミュニケーションの方法と留
意点～

科目試験の試験解説

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

人間関係とコミュニケーション
～オリエンテーション／個々人の認知世界～

人間関係を構築する上で必要となる個々
人の認知的傾向の存在を理解し、その重
要性が説明できる。

人間関係の形成とさまざまな広がり

臨床場面におけるコミュニケーションの基本
～コミュニケーションの重要性とその手段に
ついて～

関わりを示す５つの基本動作が説明でき
る。

質問の機能と役割が説明できる。

高齢者とのコミュニケーション時におけ
る留意点が説明できる。

各発達段階における人間関係の広がりが
説明できる。

コミュニケーションの機能と役割、その
手段が説明できる。



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

1 単位 実務経験

時間数

前期 授業形態・回数 VOD 8 回

★担当者からの
メッセージ

今の学生生活を常に良い体調で過ごせるように授業で得た知識を一つでも多く実践し
てみてください。授業では健康な食生活を送るために必要な食事の質・量を理解しま
しょう。栄養素の種類と機能を理解し将来、現場で関わる患者さんにどんなシチュ
エーションでこの話が使えるかな？とイメージしながら受けてみてください。

オフィスアワー 配信のあった土曜日から翌週火曜日の17時まで

履修の条件
留意点

授業概要

 人が心身ともに健康に生きる上では食生活は大切です。１日３度の食事により十分な
栄養が毎回補給されなければ体は疲れ、やる気もなくなってきます.そこで身体に最も
必要な基本の５大栄養素を一つずつ取り上げます。
栄養が入った“食品”群や栄養の入った食品から作った“料理”で日々の栄養バラン
スをとる方法や基礎代謝や身体活動量などのエネルギー収支について、また各種栄養
素の過不足から来る体のさまざまな不快な症状とその予防や改善のための食物、食べ
方についてとりあげます。

授業の一般目標
（GIO）

・５大栄養素についてその役割やどのような食材に多いかがわかる。
・各栄養素の過不足がもたらす体の不調を理解する。
・ＢＭＩを計算し、適正体重を計算することができる。
・栄養素の過不足による体調不良を予防・改善するための食生活上のポイントを
  理解する。

教科書 特になし

参考書 特になし

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・知識の習熟度と修得した知識の応用能力の有無

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　課題(小テスト・レポート等)提出－－１００％
　※毎授業の課題における総合成績で評価する。

最終成績の点が６０点以上を以て履修とする。ただし、授業回数の３分の２以上の出
席が無い場合は当該科目についての評価を受けることが出来ない。
授業の出欠には充分注意すること。

配当年次 月野和 美砂（つきのわ みさ）

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

　　【担当教員から】

単位数

科目必選区分 必修 16

開講学期

　　【授業情報】



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

前期

５大栄養素概要「炭水化物」①

５大栄養素「ビタミン」①
ビタミンの大まかな種類と特徴について
説明できる。

５大栄養素「ビタミン」②食事摂取基準、エ
ネルギーの指標、各種食品群

５大栄養素「たんぱく質」①
たんぱく質の種類と役割について説明で
きる。

５大栄養素「たんぱく質」②
たんぱく質を多く含む食品が説明でき
る。

５大栄養素「無機質」
無機質の種類と役割について説明でき
る。日本人に特に不足している無機質に
ついて説明できる。

５大栄養素「脂質」
脂質の栄養的特徴が説明できる
脂質を多く含む食品が説明できる

炭水化物の種類と役割が説明できる

５大栄養素「炭水化物」② 炭水化物を多く含む食品が説明できる

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

ビタミンを多く含む食品が説明できる。
食事摂取基準や食品群について簡単に説
明できる。



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

1 単位 実務経験

時間数

前期 授業形態・回数 講義　 8 回

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・修得した知識の応用

成績評価方法
最終講義にて筆記試験を実施。
開講期間中に提出された課題も評価します。

オフィスアワー 授業開講日の休み時間

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

科目試験の点が６０％以上を以て履修とする。なお、本科目の定期試験受験の為に
は、授業回数の３分の２以上の出席が必要です。体調管理をしっかり行い、授業の出
欠には充分注意してください。

自分で発音できない音は、聞き取ることもできません。英語でコミュニケーションす
るために、積極的に発音練習し、前向きな姿勢で授業に取り組んで欲しいです。

　　【担当教員から】

教科書 配布プリント

参考書

開講学期

　　【授業情報】

授業概要
英語を学ぶ意義を考え、医療に必要な英単語や英語表現等を学び、知識を深める。
日本語を母国語としない患者に対しても、適切な英語表現を用いて、安心して治療を
受けてもらえるように、コミュニケーション能力を高める。

授業の一般目標
（GIO）

自然な英語表現の発音の基礎を映画などの短いシーンから学び、リスニング力、会話
力を高める。起こり得るシチュエーションをロールプレイ等を通じて体験し、自信を
持って英語を話すようになる。

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

科目必選区分 必修 16

鍼灸マッサージ師のための英会話ハンドブック（医道の日本社）

配当年次 龍頭　美憲（りゅうとう　よしのり）

単位数



学期 回数 講義形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 試験

Useful expressions②

Introduce yourself

Things you like or things you don't like

Can you do me a favor?

Body parts and organs

Useful expressions①

筆記試験

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

前期

撥音の基本的なルール

体の部位を英語で学ぶ

様々なシチュエーションで英語で会話で
きるようになる①

様々なシチュエーションで英語で会話で
きるようになる②

自己紹介など

好きな事・苦手な事

依頼の仕方・許可の取り方など

Basic rules of natural pronunciation①



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

前期 授業形態・回数 VOD 15 回

配信のあった土曜日から翌週火曜日の17時まで

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　課題(小テスト・レポート等)提出－－１００％
　※毎授業の課題における総合成績で評価する。

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

科目必選区分 必修 30

高校教科書の「生物」あるいは参考書

配当年次 佐藤　由紀夫（さとう　ゆきお）

単位数

　　【担当教員から】

教科書 授業中に配布する資料を使うため、教科書は設定しない

参考書

開講学期

　　【授業情報】

授業概要
細胞から始まり生物を構成する物質、代謝、遺伝子など生物の基礎を学ぶ。高校生物
基礎の学習内容を基本としつつ医療への道へ進む学生の進路に役立つ基礎教養を重点
的に学べるような内容とする。

授業の一般目標
（GIO）

生物全般の基本を学ぶが特に細胞，ＤＮＡと遺伝子、免疫を中心に学ぶ。

オフィスアワー

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

最終成績の点が６０点以上を以て履修とする。ただし、授業回数の３分の２以上の出
席が無い場合は当該科目についての評価を受けることが出来ない。
授業の出欠には充分注意すること。

講義内容は復習し、興味を持ったことは積極的に調べてください。オンデマンドは2倍
速で聞くと重要事項を聞き漏らすことがあります（注意）。

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・知識の習熟度と修得した知識の応用能力の有無



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

9 VOD

10 VOD

11 VOD

12 VOD

13 VOD

14 VOD

15 YOD

免疫に関係する血球についいて基礎を理
解し、自然免疫について

獲得免疫
細胞性免疫、体液性免疫の仕組みについ
て理解し説明できる。

免疫と社会生活

社会生活において生物学がどのように役
立っているかを理解し考えることができ
る。

遺伝子組換え電気泳動などバイオテクノ
ロジーの基本を理解し説明できる。

組換え作物の作り方や医薬品への応用
などを理解し説明できる。

ＰＣＲ法、ゲノム編集などがどのよう
に利用されているかを理解し説明でき
る。

体液の基本と血液凝固について理解し説
明できる。

血液の循環と酸素の運搬につい理解し説
明できる。

酵素・代謝・ＡＴＰ

遺伝子とＤＮＡ

遺伝子の複製と体細胞分裂

遺伝情報の発現

細胞の基本について説明できる。

細胞、組織、そしてそれを構成する物質
について理解し説明できる。

酵素の性質や光合成・呼吸を説明でき
る。

遺伝子やＤＮＡについて、その構造、複
製方法について理解し説明できる。

ＤＮＡの複製と細胞分裂について理解し
説明できる。

ＤＮＡの遺伝情報をもとにタンパクが合
成される過程を説明できる。

前期

感染症やワクチン、抗原検査、ＰＣＲな
どについて理解し説明できる。

バイオテクノロジー１

生物学と社会

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

生命の共通性としての細胞

バイオテクノロジー２

バイオテクノロジー３

体液・血球・血液凝固

血液循環と酸素の運搬

自然免疫

細胞・組織・物質



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

前期 後期 授業形態・回数 VOD 15 回

授業の一般目標
（GIO）

ヒトの体の構造やヒトの体のさまざまな生命現象に興味や関心を持ち、常に疑問を抱
きながらその解決に向けて探究心を高める。また基本的な概念や原理・法則などを系
統的に理解し，他の授業とも関連させることができる。具体的には現代生物学の基礎
となる細胞や代謝、健康にかかわる恒常性の維持、ヒトと環境の関係にかかわる生態
系などの内容を理解し説明できる。

オフィスアワー 配信のあった土曜日から翌週火曜日の17時まで

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

最終成績の点が６０点以上を以て履修とする。ただし、授業回数の３分の２以上の出
席が無い場合は当該科目についての評価を受けることが出来ない。
授業の出欠には充分注意すること。

講義内容は復習し、興味を持ったことは積極的に調べてください。

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・知識の習熟度と修得した知識の応用能力の有無

科目必選区分 必修 30

「解剖生理」（医歯薬出版）、「高校生物基礎」・「生物」の教科書や生物図説

配当年次 岡崎 弘幸（おかざき ひろゆき）

単位数

　　【担当教員から】

教科書 オンデマンドで配布する資料等

参考書

開講学期

　　【授業情報】

授業概要

将来、医療道へ進むにあたり、ヒトの体を生物学的視点から見るときの基礎を学ぶ
（動物学一般の内容も含む）。その中で、特にヒトの体を構成する細胞、骨格と筋肉
収縮、神経系と行動、恒常性の維持（血液や内分泌系）、生体防御、人間生活を取り
巻く環境などを中心に学習する。

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　課題(小テスト・レポート等)提出－－１００％
　※毎授業の課題における総合成績で評価する。



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

9 VOD

10 VOD

11 VOD

12 VOD

13 VOD

14 VOD

15 YOD

前期
後期

生殖細胞の形成や受精卵から命が誕生する過
程を理解し、生殖細胞の形成について説明で
きる。

動物の行動
　－ヒトの行動を生物学的観点から見る－

ヒトと環境
　－生態系の中のヒト－

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

生命とは何か？
　－車は生物ではないのか－

細胞は化学工場
　－細胞の中で行われる反応－

消化と吸収
　－胃腸と肝臓のはたらき－

腎臓のつくりとはたらき

ヒトの呼吸器系・循環器系

血糖量を一定に保つ仕組み
　－ホルモンと自律神経の協働－

からだは細胞からできている
　－細胞のつくりとはたらき－

からだを動かす仕組み
　－骨と筋肉の基礎－

情報の入力装置としての感覚器
　－視覚器と聴覚器－

情報伝達のしくみ
　－神経のつくりとはたらき－

中枢神経系
　－脳と脊髄のはたらき－

生命の特徴について理解し、生物の共通性と
多様性、ヒトの特徴が説明できる。

生物の体が細胞からできていることを理解
し、細胞の構造と機能が説明できる。

からだを動かす仕組みとしての骨格系と筋肉
を理解し、筋肉収縮のしくみが説明できる。

光や音などの刺激を受容する眼や耳の構造と
機能を理解し、見える仕組み、聞こえる仕組
みを説明できる。

情報を伝達する神経細胞を理解し、興奮の伝
導と伝達を説明できる。

中枢神経系の脳と脊髄について理解し、働き
を説明できる。また反射についても説明でき
る。

ヒト（哺乳類）のさまざまな行動を生得的行
動と習得的行動から理解し、説明できる。

酵素、ATP、細胞膜と浸透圧、細胞呼吸の仕
組みを理解し、簡単に説明できる。

哺乳類の消化管やヒトの消化管について理解
し、消化管のはたらきを説明できる。

浸透圧調節について理解し、腎臓の構造と機
能、人工透析などを説明できる。

肺や心臓の構造と働き、酸素解離曲線、二酸
化炭素の運搬等について理解し、説明でき
る。

自律神経系とホルモン（内分泌系）の協働作
用を理解し、血糖量の調節を説明できる。

生体防御システム
　－血液凝固と免疫機構－

生体防御システムとして血液凝固や免疫機構
を理解し、その仕組みを説明できる。

ヒトの生殖細胞の形成と発生

生物と環境の関係や環境問題を理解し、生態
系や物質循環、環境問題を説明できる。



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

1 単位 実務経験

時間数

後期 授業形態・回数 VOD 8 回

配当年次 吉﨑 正恒（よしざき まさつね）

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

　　【担当教員から】

単位数

科目必選区分 必修 16

開講学期

　　【授業情報】

履修の条件
留意点

授業概要 漢字の学習、作文の書き方、文章読解の方法などを総合的に学習する。

授業の一般目標
（GIO）

これから、さまざまな講義を受けるための読解能力、将来、仕事に就いたときの一般
教養など、さまざまな観点から日本語について学ぶ。

教科書 特になし

参考書
『パスポート』（桐原書店）
『常用漢字アルファ』（桐原書店）
ただし、購入の必要なし。

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・知識の習熟度と修得した知識の応用

成績評価方法
学業成績の評価は、漢字の理解、作文の理解などを中心に各回後の課題の成績、履修
状況等を総合的に勘案して行う。

最終成績の点が６０点以上を以て履修とする。ただし、授業回数の３分の２以上の出
席が無い場合は当該科目についての評価を受けることが出来ない。
授業の出欠には充分注意すること。

オフィスアワー 配信のあった土曜日から翌週火曜日の17時まで

★担当者からの
メッセージ

将来必要な日本語の知識を習得する気持ちが必要です。



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD
小説を読む。短編の小説を読んで、その
感想をまとめる。

漢字の学習
難読漢字を読み、自分の知識を広める。
難読漢字の後半を行う。

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

後期

漢字の学習

面接の学習 面接試験の考え方と答え方を学ぶ。

小説の読解

作文の学習
実際に作文を書いてみる。1000字程度の
作文を課す。

履歴書の学習
履歴書についての考え方と書き方を学
ぶ。

手紙の学習 手紙やビジネス文書の書き方を学ぶ。

作文の学習
文章の構成を知り、誤りのある文章を添
削しながら、書くことの楽しさを知る。

難読漢字を読み、自分の知識を広める。
難読漢字の前半を行う。



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年 担当教員

2 単位 実務経験

時間数

後期 授業形態・回数 VOD 15 回

授業の一般目標
（GIO）

コミュニケーションと、それに関わる諸問題を理解した上で、実習をまじえ
コミュニケーション・スキルの獲得、上達を目指す。

オフィスアワー 配信のあった土曜日から翌週火曜日の17時まで

履修の条件
留意点

★担当者からの
メッセージ

最終成績の点が６０点以上を以て履修とする。ただし、授業回数の３分の２以上の出
席が無い場合は当該科目についての評価を受けることが出来ない。
授業の出欠には充分注意すること。

授業中は積極的にメモを取ること。そして、授業で学んだことを元に、日常生活にお
ける心理学的な事柄について考察する姿勢を受講生に求めます。心理学ではどの様に
して「心を理解しようとしているか」を考えながら授業に臨んで下さい。

成績評価基準　
○授業の理解度
　　・基本的知識の修得
　　・知識の習熟度と修得した知識の応用能力の有無

科目必選区分 必修 30

参考書に関しては必要に応じて、授業中に指示する。

配当年次 津野田　聡子（つのだ　さとこ）

単位数

　　【担当教員から】

教科書 必要に応じてプリントの配布、資料の提示などを行う。

参考書

開講学期

　　【授業情報】

授業概要
心理学の基礎的な知見を習得することで心の問題に関する科学的視点を養い、
深い人間理解を目指す。

2024年度　鍼灸マッサージ科・鍼灸科　

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ

　　【基本情報】

成績評価方法
成績評価の基準（評価割合(％)）
　課題(小テスト・レポート等)提出－－１００％
　※毎授業の課題における総合成績で評価する。



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

9 VOD

10 VOD

11 VOD

12 VOD

13 VOD

14 VOD

15 YOD

後期

感覚と知覚：外界をしめるメカニズム、錯視

神経心理②：脳損傷と心的機能

　　【授業計画】

講義内容 到達目標(SBOs)

オリエンテーション

動機づけ

学習：条件づけ

記憶①：記憶の理論と特性

記憶②：記憶の低下、日常的な記憶

臨床心理：ストレス、心理病理等

心理学の歴史

社会心理

神経心理①：脳と心

心の問題に対する論理的な思考を
身につける。

心理学という学問に対する正しい理解を
得る。

進化と心

発達：乳幼児期の発達

発達段階説,life cycle,identity

性格と知能：理論と検査
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